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 ４月ＴＯＰＩＸ 入学式 

入学式…さわやかな晴天 

 ようこそ海蔵小学校へ。 

 入学式が始まりました。 

 ９６名の１年生を迎え入れて。 

「入学おめでとうございます。」「ありがとうございます。」素敵な返事が返ってきました。 

「しっかりあいさつできたね。とても素晴らしいことです。 みんな、どうしてあいさつするのかな？」 

一瞬、キョトンとした表情になった１年生。 

少しの間がありましたが… 

 静けさの中、何と一人の子が挙手！マイクを近づけると、 

「うれしくなるから！」続いて離れた席の子が「仲良くなれるから！」 

 １年生らしい感性の言葉が体育館に響きました。 

 きっとこれまでの友達との体験から湧いてきたのでしょう。 

 二つの答えをもう一度伝え、明日からまず「おはようございます」を自分から

言ってみようと話しました。 

 次に礼服を脱ぎ、白ベストを着用して、海蔵地区で見守りをしてくださってい

る方々の話をしました。  

「海蔵地区セフティネット協議会」の方が、登下校を見

守り、安全、防犯に力を注いでくださっていることを伝え

ました。明日の登下校から出会ったときに「おはようござ

います」としっかりあいさつできる１年生になってくれること

を期待しています。 

   

小学校開校の日 

 前号で「教科書」の歴史的経緯について触れさせていただきました。 

入学式で素敵な 1 年生を迎え入れた海蔵小学校。今回は「小学校」という存在について振り返って

みます。 

明治 2 年（1869 年）5 月 21 日、京都市に日本初の近代小学校「上京第二十七番組小学校」が開

校しました。当時は番組と呼ばれる行政区画ごとに小学校が建てられていたため、番組小学校と呼ばれ



たのです。 

この学校は、地域の人々が建てた学校です。京都では、

この後も次々に住民が自分たちで開校のための資金を調

達し、小学校を開校しました。 

全国的な小学校の開校は、明治 5 年（1872 年）8 月の

「学制」の発布に始まります。「学制」は政府が定めた学校

制度や教員養成に関する基本的な規定です。文部省（現

文部科学省）は、翌6年 9月に「小学教訓」を公布し、小学

校における具体的な教育内容を提示しました。 

当時はまだ教科書の編纂事業が進んでおらず、「小学教訓」に示された小学校用の教科書は、民間

の出版物が大半でした。しかし、その内容は、福沢諭吉など文明開化に指導的な役割を果たした人物

の著書・訳書を採択するなど、教育の刷新を図ろうとする意欲的なものでした。 

教育方法も改まり、初等教育は、身分・職業・男女の別なく教育を受ける「身を立てる財本」となる実

学の習得でした。 

また、寺子屋での個別教育に代わり、学年別の一斉教育が

行われ、今日の授業スタイルがすでに作られていたのです。 

驚いたことに、この学制発布から 3 年間に全国で 2 万校以

上の小学校が整備され、児童の４０％の 206 万人が就学したと

いわれています。海蔵小学校の前身「海蔵学校」もこの時期明

治 8 年に開校されました。本郷町（旧末永村）正福寺を借用し

て始まったとのことです。 

しかし、学校の設立・維持は授業料と地域の寄付金でまかなうことになっていました。そのために授業

料が払えなかったり、子どもを家事の助けとせざるを得なかったりした親は、子どもを学校に行かせることは

できませんでした。ですから、学齢児童になっても、教育を受けられず、子守をしながら教室の窓の外で

授業を盗み聞きしている子どもがいた、などの話が残っているのです。 

海蔵村明治 42 年度歳出入予算（小学校関係抜粋）によると、小学校授業料（５～6 年生）は年間

約 77 円との記録が残っていました。単純に明治 30 年ごろと今を比べると、今の物価は当時の 3800 倍

ぐらいといわれています。つまり明治時代の 1 円は今の 3800 円に相当することになります。すると授業料

は 77 円×３８００＝２９２６００円！地域に支えられていたとはいえ、まだまだ庶民にとって、大変厳しい額

面であったことでしょう。国として授業料が無償になるまでには、まだまだ時間を要することになります。 

地域に支えられて小学校は設立されてきたことを、教科書が配

られ全員が授業を受けることが当たり前になるまでの歴史を、教

育が必要であるという先人の強い思いがあったことを、私たちは

知っておかなければならないのではないでしょうか。 

世界には、教育を受けるどころか、学びたくても学べない生きる

ことに精いっぱいの子どもたちがたくさんいます。海蔵小の子どもた

ちが、学び育んだ力を、自分のため社会のため世界のために発

揮できるように、一日一日を大切にして学びを進めていきます。 


